
Copyright2019 System Research Group of Private Universities

【テーマ】「 Society5.0時代の大学ICT環境を探る︕」
-富士通のビジョンと未来へ向けた取組みを紹介するショールームnetCommunityの視察-」

【主催】システム運⽤管理分科会 活動報告

日 時 ︓2019年11月8⽇（⾦）13︓00〜17︓00
場 所 ︓富⼠通netCommunityプレゼンテーションルーム
出席者︓37名

今年度3回目のシステム運⽤管理分科会は「Society5.0時代の大学ICT環境を探る︕」をテーマに掲げ2
部構成にて開催しました。
第1部では、社会のイノベーションによって実現する、豊かで活⼒のある将来社会の姿をデモンストレーションで

ご紹介すると共に、その実現のために必要な新たなICTの利活⽤についてご紹介しました。近年、個⼈情報の
漏えい、なりすまし、サービスの不正利⽤など、パスワードによるオンライン認証の安全性が懸念される問題が後を

たちません。システム運⽤管理分科会では、過去の分科会において継続的に、セキュリティを題材として情報の

共有（意⾒交換会）を実施しております。

第2部においては、「学生のID管理の課題を解決するオンライン⽣体認証サービス」と題し、パスワードに代わる
新たな技術として注目を集めているFIDO認証（Fast IDentity Online）について紹介し、その後、参加者
の皆様とともに、⼤学での活⽤等に関して意⾒交換をしました。

１．研究内容

２．スケジュール

1

13:00〜13:10 ・全体会

13:10〜14:40 富士通netCommunityにて、ICT社会の実現を支える富士通の先進
技術やソリューションとして以下を紹介
・第5世代移動通信システム（5G）実現に向けた取り組み
・3Dセンシング/AI自動採点支援システム
・360度全周囲映像配信ソリューション
・場所や時刻に応じてスーマートデバイスにアプリを配信するプレイサービス
・AIマッチング技術による社会課題への取り組み-保育所AI⼊所先⾏-
・AIスマート都市監視ソリューション
・文章翻訳API -専門的な表現を含む⽂章も短時間で⾼精度に翻訳

14:40〜15:00 休憩・移動

15:00〜15:20 紹介「学生のID管理の課題を解決するオンライン⽣体認証サービス」

15:20〜17:00 意⾒交換
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■次回以降取り上げて欲しいテーマがあれば教えてください

■本日の分科会を実施して、開催テーマに対して得られた研究成果(疑問や課題等含めて)をお書きください

３．アンケート結果について

■本⽇の「プログラム内容」について満⾜度をお選びください

■今回の分科会を、どのくらい他の⼈に推奨したいと思いますか︖ 0(おすすめしない）〜10(おすすめしたい）

� 10
� 8
� 8

各校 生の声をざっくばらんに話し合える機会はとても貴重だと思います。
先端技術に触れられるのは良い。

現在の技術の進ちょく状況を知ることができた。

NPS:20

� 今後、導入すべき技術の検討。
� 次回以降のテーマを考える参考になった。

� Fido認証について。

・プロジェクトマネージメント
・IR、BCP、サイバーセキュリティ、クラウド化
・Azure、Aws

４．参加校 [12校12名] ・参加企業[5社25名] ・参加総数[37名]

愛知学院大学[1]
鎌倉⼥⼦⼤学[1]
工学院大学[1]
芝浦工業大学[1]

昭和⼥⼦⼤学[1]
城⻄⼤学[1]
専修大学[1]
東海大学[1]

東京音楽大学[1]
東京都市大学[1]
東洋大学[1]
明治大学[1]

アルテリア・ネットワークス株式会社[3]
サイオステクノロジー株式会社[1]
サイバーリーズンジャパン株式会社[1]
富士通パーソナルズ[1]
富士通株式会社[19]

５．所感

５．大変満足

20%

４．満足

70%

３．ふつう

10%

2019年度第3回分科会は「Society5.0時代の大学ICT環境を探る︕」をテーマに掲げ富⼠通netCommunityで開催いたしました。
第1部のnetCommunityでは近未来社会でのICT活⽤事例等の紹介がありました。また、第2部においては学生のID管理の課題を解決するオンライン⽣体

認証サービス」と題しFIDO認証の紹介がありました。参加した大学皆さんにとっては、最新のトレンドや情報の収集、また、他大学様の取り組み等を知るうえで有
意義な分科会であったかと思います。 （事務局）

【NPS（Net Promotor Score)とは】
測定方法は推奨者(10,9点)、中⽴者(8,7点)、批判者(6点以下)
に分け、回答者全体に占める推奨者の割合(％)から、批判者の割合
(％)を引いた値がNPSのスコアとなります。結果としては数字が大きいほ
ど良いイベントと評価されます。


